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議
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2儲 3千 7百 89万 8千円

29 3~シ O タ 99 タ 7 ~シ

6 ~ 90タ 1 ~シ

才

差弓I繰越額

去る11月29臼開催の第6回臨時釘議会に提出来認となった、昭和39年度決算は、一般会計で才入、才出差別6百 90余万円

の黒字となりました。

会国的な経済不況のシワ寄せで、どこの市街r;げでも、乙こし 2年間:立苦しい財政事情でありましたが、わが大洗町では、
町民皆さん方の深い街i主主解と御支援の御蔭で.当初計図の各般の事業等もほとんど実現をみることができましたし、行政全般

の運営も極めて順調に!if:められました。このことは議決機関である議会議員の皆さん方の心からの御協力によるものであると

衷心より感謝申上げる次第であります。

特別会計の国民健康保険関係では才入5千 55万 3午円で、才出は5千 54万 4千円、

黒字財政を維持することができました。

水道事業会計では、才入6千 7百 65万 2千円の才入に対し、ォ・出6千 7百 51万 5千円で差弓113万 6千円の残金が出て

これも黒字決算となり、これにt+~iだ城郡一部事務組合、公平委員会特別会宮「を含めた大洗町関係の総決算額合計は、才入で2

億 5千 6百 64万 2千円、差弓i残額 7百 11万円となりますe

〈一般会言Tのオ入才出別内訳U別掲グヨブの遜l?です〉

差弓19千円の剰余となり、やっと

第
六
回
臨
時
議
会

教
育
費
一

O
N万
円
、
尉
鹿
取
得
費
九

一
一
刀
円
な
ど
で
あ
り
安
す
。

来
た
水
道
事
業
で
は
、
第
二
期
配
水
管

矯
設
工
事
の
誘
負
契
約
が
四
千
六
一
回
二

十
万
円
で
茨
繍
水
道
株
式
会
社
と
の
締

結
の
承
認
を
受
け
、
祝
町
一
所
在
町
有
地

の
宅
地
造
成
処
分
の
議
決
が
な
き
れ
、

近
々
の
中
に
分
譲
の
婆
攻
引
決
ま
っ
て

か
ら
皆
さ
ん
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
去
す
。
そ
の
ほ
か
国
保
、
水
道
な
ど

の
様
花
予
算
な
ど
の
得
議
川
行
わ
れ
全

議
案
を
庶
笑
巡
り
可
決
し
、
午
後
三
時

一O分
去
し
ま
1

ノた。

入

出

決
算
な
ど

8
案
件
を
可
決

E露呈窪霊室君罷髭握霊彊寝室霊翠盤整屡室翠翠Z詰迫通信溢出命搭説従L守秘 ι自信 研純増9 崎

事
ニ
昭
和
三
十
九
年
度
決
算
な
ど
八
案
件
を

十
一
空
宇
る
第
一
ハ
田
臨
時
前
雲
は
去
る

3
一
十
一
月
二
十
九
日
午
前
十
時
よ
D
、
役

苦
ー
一
場
会
議
虫
干
一
に
て
関
出
陣
さ
れ
手
レ
た
。
一
二

d
l
一
十
九
年
度
の
決
算
審
議
に
当
り
監
査
委

一
員
大
山
由
古
口
氏
よ
り
会
計
監
査
の
経
過

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
て
質
疑
応
答
の

才
あ
と
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
(
決

算
内
容
に
つ
い
て
ほ
問
掲
の
通
り
〉
一

般
会
計
補
正
予
算
で
は
約
五
七
五
万
円

の
追
加
で
あ
り
去
す
が
、
そ
の
主
な
も

の
は
、
議
会
凝
ニ
同
万
円
、
総
務
費
六

一
万
円
、
民
生
授
一
六
七
万
円
、
四
仲
村

水
興
費
四
O
万
円
、
土
木
間
関
四
六
方
向

歳出

(車位千円)

国民健康保険特別会計

昭和 39年度大洗町歳入歳出決算

歳入歳出

計A
S
A
 

骨宣

歳入

本道電型空事型含貫T

収
方
一

保健施設費1.098
2.2% 

諸支出金

計1，119 

計 50，554千円 表出合計50，544千円
差引残高10千円 ' 

21 

ら，9%

4.6 

0.2 

繰入金3，000
5.3 

9.696 4.2 

7.854 3.4 

17.376 7. 

12.200 費

費

費

農キキコド産業費

(責

生

議会

/-:¥ 
ム入

得i

7.4Sc 
6.0 
6.3 
4.5 
4.4 
3.8 
3.7 

17.567 
14.248. 
15.∞0 
10.715 
10.458 
9.239 
8.701 

電量

加入者世帯数 3. 123世帯

被保険者数 13，876人

1世帯当保険税 6， 402円

受診率 334% 
被保険者 1人当り 5，501円
療養諸費用額

6.51>> 2.8 

4'.545 1.9 

費

費

工

f方

高

j両

2.5 

1.9 

5.865 

4.472 

国嘩支出金

県支出金

田T j責

財産収入

諸収入

寄附金
繰越金

分担金及び

負担金

使用料及び

手数料

繰入金 3.ωo 1.6 

歳出合計 千円

230， 998 

費労働0.2 

歳入合計
千円

237，899 
差引残高

680. 

6，90，1千円

元自許突出:新高究明雪!?i??ifgzi言語 申軍
事内221ク5司弓ゴ記Eb主主義主斗出品臨時雲詩人
222坊ご;竺?菌 群41棄毒見室内時zh喜まをの
組JiiEP辺高軒高 FR322皇室持13車zzfし 謡
ぉ合誌軒 J議長進勲思議量 日缶詰日々軒二音量江う

す加両品全ド育時限百四去膏f目若議院同署管室22fZ2

す会話;iifii!iFijiHif益!??lZ!??i;i
出て!??iiji12214iiii缶詰;め

受診ヲ決
幅回'

町にはたばこ消費税が入ります

亀田-

/ 



第
二
回
磯
ぶ
し
ま
つ
り
は
、
文
化
の
日
さ
わ
大
人
も
子
供
、
み
ん
な
か
、
お

十
一
〔
月
三
日
と
四
日
に
一
旦

υ、
晴
天
に
一
ら
楽
し
九
で
い
ま
し
た
。

恵
ま
れ
た
秋
巨
和
の
下
で
極
め
γ
盛
大
一
と
の
よ
う
に
磯
ぶ
し
ま
っ

υが
盛
大
に

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
一
で
き
ま
し
た
の
も
。
町
民
間
関
の
心
か

磯
ぷ
し
パ
レ
ー
ド
と
広
告
パ
レ
ー
ド
は
一
ら
の
御
協
力
の
お
蔭
で
あ
り
心
か
ら
御

こ
と
し
初
め
て
の
詰
み
で
、
磯
ぷ
し
保
一
私
甲
上
什
ま
す
。

存
会
、
脅
年
図
、
婦
人
会
漁
業
会
婦
人
一
乙
の
行
事
は
こ
れ
か
ら
も
毎
年
文
化
の

部
商
底
会
、
旅
館
組
合
、
第
一
中
学
一
日
を
中
心
に
実
施
い
た
し
、
郷
土
刑
務

校
、
南
中
学
校
の
住
徒
、
役
場
職
員
な
一
る
磯
ぶ
し
そ
全
国
に
顔
彰
し
、
併
せ
て

毛
芸
名
利
脅
し
て
、
加
藤
町
長
一
観
挙
の
誘
致
を
層
、
露
大
洗
町

一
の
発
展
ぞ
期
し
こ
い
と
存
じ
芳
す
の
で

を
去
聞
に
「
磯
ぶ
I
U
発

祥

の

碑

」

前

か

一

世

一
今
後
共
町
民
皆
さ
ん
方
の
一
一
腐
の
御
笈

ら
町
内
自
由
肌
遜
幻
を
、
話
々
と
蹄
り
歩
一
一
援
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

き
、
そ
ろ
い
の
ゆ
か
た
獲
で
、
声
す
手
一
一
な
お
こ
の
行
事
の
実
施
に
当
り
、
突
通

引
ど
手
も
あ
ま
に
突
に
壮
観
議
一
の
還
に
御
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た
、

め
、
町
民
の
人
種
語
、
県
内
、
主
轡
察
官
を
は
じ
め
、
大
葉
1
イ
ス
刀

京
方
面
か
ら
や
っ
て
き
定
多
数
の
観
党
一
カ
ウ
ト
、
歯
止
会
の
皆
完
」
ん
ガ
に
対
し

客
を
心
か
ら
一
塁
ば
せ
ま
し
た
。
一
陣
〈
御
利
申
上
げ
ま
す
。

商
工
会
の
傑
作
「
資
抑
片
も
大
変
な
A
A

↑l
l
Q害
門
③
は
先
陣
の
中
学
往
プ
ラ
ス

「

で

あ

め

ま

す

ロ

気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
と
の
臼
は
大
一
バ
ン
ド
、
②
町
内
を
腐
り
行
く
一
行
、

一

六

洗

町

に

は

、

五

ト

ン

未

満

の

小

型

洗
町
全
域
が
磯
ぷ
し
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
一
①
商
工
会
の
世
直
し
質
問
押
)

漁船約一一一
O
O袋
、
「
一
十
ト
V
A
未
満
の

.

V

H

一

一

'
E
U
H
-
-一，一一
H
-
一一H
-

一
一
，
一
一
一
2
一一一H
一一一H
一一H
一一
H
一一H
U
一H
一一一H
一一一H
一一一H
一一一H
一一H
一一一
H

H

H

一一一H
一一一H
一一一H
U

H

-

一一一H
一一一H
一一一
H
一一一
H

H

一一一H
一一一H
H

一一一H
一一一刊

u
n
i
-
-一一一H
一一一

-

E

語
約
五
O
隻
ル
号
、
こ
の
公

|
沖
縄
戦
浪
者
慰
霊
墓
参
報
告
|
一
語
茨
城
骨
太
平
洋
戦
合
一
望
書
束
、
郷
土
の
品
々
を
章
一
ら
れ
撃
に
倒
れ
た
飽
一
一
万
五
千
す
、
差
児
童
に
い
た
る
員
総
人
口
一
っ
7
い

る

ベ

ト

ナ

ム

方

面

へ

の

量

一

家

屋

の

子

問

調

査

霊

所

の

組

織

化

以

、

整

前

か

ら

錦

町

医

師

控

訴

前

諮

問

時

清

志

昨

日

開

町

一

に

時

十

に

入

港

費

税

君

の

一

h
f富校
長

一

日

に

汗

括

的

一

時

日

時

間

一

」

三

日

イ

説

査

詩

型

転

um

き
ま
し
た
の
で
建
立
表
い
た
与
。

U
J
一
留
を
意
義
に
そ
の
尊
い
蓄
を
一
言
、
震
に
は
語
警
合
会
一
員
生
徒
一
一
言
、

5
2一
宮

つ

i
f
y者
向
る
も
一
脅
し
r

取

的

上

げ

ら

れ

る

汽

ろ

う

一

ー

順

調

に

す

す

む

論

議

題

任

委

員

か

主

義

語

沖

縄

茨

城

の

霊

祭

に

者

て

一

国

家

の

警

前

に

持

議

県

出

一

Z
8震
多
数
の
方
々
の
喜
一
塁
み
寄
与
た
も
の
の
鐸
一
の
去
る
。
襲
警
議
町
並
が
、
と
の
需
の
聖
書
官
一
固
定
資
産
税
宮
と
に
去
、
室
の
一
?
室
長
評
襲
警
よ
わ
。
一
習
に
よ
ヂ
欝
量
ね
た
結
果
、

手

ヨ

一

身

喜

一

天

王

の

号

、

一

る

る

建

設

、

パ

ス

に

γ
審

に

一

塁

。

一

業

の

町

で

あ

る

喜

一

員

義

一

う

で

あ

る

語

の

害

義

っ

て

い

一

語

賓

が

全

国

的

に

行

な

わ

れ

て

一

雲

監

著

書

部

員

一

望

位

の

み

な

芝

安

芸

Z

F

一
こ
の
諸
島
に
雪
一
厚
長
民
の
一
入
り
蓄
の
後
重
量
地
区
方
面
の
一
豊
の
搭
詰
最
後
の
知
事
書
叡
一
地
で
一
家
親
類
縁
者
全
滅
の
惨
状
け
今
一
た
o

r

一
お
れ
ま
す
が
、
当
防
で
も
十
月
か
ら
こ
一
に
請
な
調
査
を
行
い
ま
す
。
一
鮮
を
い
た
だ
き
去
る
十
月
十
七
百
設
立

一
平
和
の
祈
り
を
仁
平
昭
和
手
九
年
一
援
を
巡
拝
。
一
欝
察
本
童
話
庁
職
員
一
一
五
一
名
一
な
お
廃
戸
状
態
の
ま
ま
の
家
屋
京
々
一
患
の
相
互
親
善
変
換
会
の
席
上
、
一
の
調
奪
実
施
し
て
い
手
。
町
民
の
一
翼
擦
の
費
者
伺
℃
て
い
な
い
一
総
合
を
開
会
}
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し

十
一
周
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

7
午
後
一
一
時
、
茨
城
の
燐
慰
霊
遣
を
一
軍
と
行
動
実
に
し
た
殉
験
者
喜
一
と
し
7
見
受
ら
れ
寝
袋
に
耐
ざ
る
干
縄
震
の
方
々
の
撃
に
品
、
一
?
の
語
力

5
2謁
に
一
著
作
そ
の
中
お
邪
魔
い
た
し
宇
一
汁
約
十
間
一
匹
訂

私
は
こ
の
た
び
遺
族
会
誌
で
、
一
挙
行
審
議
、
民
生
妻
、
喜
際
一
号
た
j

J

一
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
富
い
ま
や
米
一
禁
震
け
官
民
一
致
高
知
の
皆
様
一
調
査
も
蓄
し
ア
お
り
手
。
一
の
で
何
分
宜
し
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
一
宇
準
備
州
一
進
め
ら
れ
ず
お
り
ま
す
Q

と
の
襲
撃
の
震
雲
な
ら
び
に
一
長
、
雲
妻
、
県
会
民
生
文
教
重
一
設
の
塔
語
小
学
校
児
童
、
五
一
堅
議
露
地
区
に
島
全
容
素
一
方
の
肉
親
の
需
主
導
り
い
た
し
一

iZIN--町
民
叶
Ish--幻
.HJdil--J.利
一
日
一
叶

m
了
レ
か
し
ま
折
、
築
費
、
施
設
、

時

間

は

掛

ぱ

同

日

時

一

日

引

は

時

間

訪

れ

一

軒

町

向

日

開

軒

直

一

一

一

村

山

口

一

時

吋

ι肝
諮

問

料

品

抗

日

一

位

江

間

引

い

也

市

町

間

鉱

山

町

一

昨

L
時

訪

日

刊

誌

w

十
一
月
十
一
一

E
U九
日

間

の

行

程

を

一

。

っ

ち

転

厳

粛

に

「

忠

誠

に

感

慨

一

る

。

一

米

軍

家

族

の

住

署

の

倣

提

言

一

し

て

欲

し

い

と

雪

一

号

室

し

一

同

宅

主

的

立

詰

哲

岱

献

立

2
苦
闘
一
義
体
制
の
方
会
議
す
る
と
と
に
な

無
事
使
命
薬
品
町
し
ま
じ
た
o

私
一
堂
、
式
終
了
後
次
の
数
々
の
露
間
一
れ
い
明
の
搭
草
司
令
官
牛
島
中
将
と
す
る
ま
で
警
な
る
施
設
に
ト
雪
の
一
た
。
一
つ
住
民
事
(
建

1
会

3
船
し
て
二
縫
苅
融
引
山
6
予
一
つ
ず
い
ま
す
。

は
も
と
よ
り
仰
縄
に
対
す
る
課
長
一
語
、
戦
争
の
悲
惨
を
か
み
し
め
三
義
謀
長
の
期
後
の
地
、
近
〈
の
洞
一
外
は
な
い
。
ガ
イ
ド
の
驚
に
よ
れ
ば
一
芝
、
諸
島
け
概
し
勺
審
議
一
明
原
漁
長
吉
宮

Z
M
M鈴
9
建

雪

1
る
一
菜
、
本
護
所
は
役
員
及
び
そ
の

ど
只
見
た
ま
開
い
た
ま
去
を
メ
モ
か
一
へ
の
祈
念
露
げ
た
。
一
グ
号
思
し
署
長
作
戦
一
語
浴
田
露
に
横
た
わ
る
一
方
ト
ツ
級
一
号
あ
る
と
い
っ
乙
と
に
員
一
同
一

2

2
宝

設

7
ま
対
は
去
い
引
も
前
月
三
偽
の
員
総
数
五
一
一
宅
管
た
も

ら
断
片
的
に
記
録
し
た
も
の
に
す
ぎ
ま
一
白
梅
星
空
第
一
一
高
等
女
学
校
校
一
敢
行
以
来
八
吉
間
の
攻
防
激
戦
も
一
の
霊
ド
原
子
力
発
雲
一
慢
を
そ
な
え
一
た
な
え
る
重
で
あ
り
、
禁
肉
親
の
一
間
諸
説
明
鞘
札
紘
一
肝
話
お
れ
引
刊
一
の
で
す
。
富
氏
名
品
、
次
の
と
す

せ

ん

が

皆

一

芸

方

の

色

参

考

に

な

れ

ば

一

長

職

員

生

徒

八

著

名

る

、

こ

の

一

遂

に

白

木

喜

滅

状

態

に

陥

入

品

一

た

襲

警

、

そ

の

得

力

十

米

懐

の

施

一

眠

る

各

県

警

の

慰

霊

附

近

の

清

浄

幽

一

で

す

。

幸

と

存

じ

辛

子

。

人

々

最

後

ま

で

軍

と

行

動

集

に

一

綴

激

戦

に

整

理

れ

っ

た

宅

、

一

設

問

の

勇

戸

じ

め

家

庭

用

の

間

灯

一

之

-

み

も

震

の

方

々

の

襲

警

所

長

加

強

滑

し

近

く

の

澗

儲

で

貧

自

決

。

一

そ

の

裂

を

担

る

。

(

以

下

略

ニ

一

語

ち

;

フ

ミ

が

え

ま

し

た

。

副

所

長

需

惣

一

姫
百
合
の
犠
県
議
一
高
等
女
喜
一
十
一
月
土
台
車
官
民
と
椙
主
に
妥
る
ま
で
空
宇
い
る
と
の
こ
一

i
u京
国

語

に

永

久

の

同

;

語

源

蔵

!

校

理

師

範

女

子

部

校

長

重

量

一

諸

国

の

窓

会

差

し

震

の

李

主

と

、

ま

た

学

校

も

米

軍

関

係

の

小

中

学

一

同

1
6
j坂

本

金

平

一

八

君

主

〈

の

洞

グ

挙

戦

病

一

の

震

に

非

常

な

感

銘

を

受

け

る

。

一

校

は

勿

論

高

等

学

校

も

宅

建

設

中

で

一

刊

行

は

昨

日

日

庁

時

同

/

大

川

霊

訪

問

時

い

た

わ

り

つ

一

終

日

民

間

開

港

一

日

間

訪

日

間

一

ξ
-
一

間

安

川

ヰ

ト

U

F

7

一

外

は

な

い

。

浴

門

の

か

な

た

に

不

気

味

一

(

な

お

紙

回

の

都

合

上

、

詳

細

に

お

寄

総

長

問

機

清

!

一

に

み

え

る

事

の

富

十

照

子

力

開

水

一

せ

い

た

十

章

ま

し

た

紳

憾

の

風

土

、

産

関

今

建

一

一

蕗

以

上

主

な

る

巡

拝

の

聖

脅

か

え

石

と

の

予

去

る

。

ガ

イ

ド

什

更

に

一

業

、

都

市

等

の

紹

介

は

翁

附

い

た

し

ま

同

P

館
繁
次
郎

つ
五
る
と
き
、
軍
以
外
の
農
は
勿
議
を
一
段
と
つ
よ
め
、
今
問
題
と
な
し
た
o
v

同

i

川

上

書

…
第
二
田
磯
ぶ
し
ま
つ
り
…

町
は
磯
節
ム

第 38号

ード一一一
色

ら

遺
族
会
長

勝

あlおお

雄

円
」
報
告

十
一
月
一
臼
渡
航
手
続
き
を
了
し
十

二
日
水
一
戸
市
遺
族
会
館
で
結
閉
式
を
挙

行
、
機
回
M

刊
社
珍
一
鍔
直
ち
に
水
一
戸
駅
出

発
、
一
界
一
京
し
ぶ
り
特
急
鹿
児
島
行
に
乗
車

十
三
日
間
児
島
道
一
泊
、
翌
十
四
臼
十

一
一
昨
税
関
手
紛
争
浜
せ
鹿
児
島
滋
を
出

港
、
十
五
日
八
時
太
平
洋
上
に
て
冷
よ

慰
世
間
祭
宅
行
な
い
南
方
地
域
戦
没
者
の

魂
間
の
搭
大
戦
中
最
も
激
戦
を
極
め

た
禾
に
全
滅
し
た
と
い
わ
れ
る
勉
点

で
、
績
も
住
民
も
肱
処
に
追
い
つ
め

，
「
一
輝
の
韓
日
に
奉
仕
十
「

大
先
虻
韓
斤

.
7
j
A奇
襲
J

乙
十
一
一
一
日
発
足

f
の
た
び
大
洗
町
に
、
日
本
水
斡
投

開
会
大
洗
攻
難
所
と
い
う
組
織
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

翠
蓄
に
と
わ
ま
し
て
は
、
仕
事
の

大
部
分
山
川
橋
ょ
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の

で
、
安
全
操
業
収
絶
対
の
要
件
と
し
て

い
ま
す
が
、
気
象
や
海
流
の
噴
然
の
異

変
叉
は
、
船
舶
機
関
の
故
障
な
ど
で
不

慮
の
災
離
に
合
い
危
険
に
晒
え
一
れ
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
め
ま
す
。

今
回
大
洗
紋
難
所
収
、
と
の
よ
う
な

不
燃
の
事
態
に
よ
つ
で
適
賭
し
た
船

舶
j

i
八
命
及
び
積
荷
の
救
助
に
当
る
乙

/ 



待
望
久
し
意
中
肪
背
教
室
襲
現

九
教
室
で
二
、
六

O
五
万
円

水
戸
対
地
射
爆
描
腐
を
中
、
ゆ
と
し
た
、
一
り
ま
し
た
。
幸
い
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
実
一
定
で
す
。

.
日
一
米
軍
航
空
機
の
演
習
が
行
な
わ
れ
、
最
一
り
ま
し
て
、
第
一
期
工
事
と
し
て
本
年
一
乙
れ
が
完
府
主
予
と
、
一
中
が
三
階

1
一
近
特
に
F
一
O
五
D
州
問
廃
に
な
っ
て
一
度
は
間
盤
二
階
建
九
教
室
が
認
可
に
な
一
建
と
阿
階
建
の
鰐
筋
に
、
機
小
山
川
コ
一
階

ハ
舟
一
か
ら
は
、
潜
行
騒
音
が
苧
U
く
大
き
く
一
り
、
T

表
二
壬
ハ
百
五
労
円
を
も
っ
て
一
館
筋
校
舎
と
な
り
、
太
珪
砕
を
背
景

1
一
な
り
「
次
の
泣
代
を
に
な
う
児
童
徒
一
鹿
島
建
設
盛
山
会
社
に
よ
り
去
る
士
ニ
に
議
長
下
に
収
め
る
撞
か
で
近
代

年
一
の
棄
に
支
障
を
来
た
し
で
は
大
警
一
月
二
十
七
日
関
係
者
多
数
参
列
の
も
と
一
聖
書
の
殿
需
要
実
現
す
る
こ

紅
一
あ
る
。
児
自
重
徳
山
ぞ
騒
音
か
ら
守

2
に
強
大
に
起
T

士
山
が
行
な
わ
れ
、
い
よ
一
と
に
な
り
、
将
来
の
大
洗
町
の
教
育
振

和
一
う
」
と
翼
皇
官
、
町
議
会
、
教
一
い
よ
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
一
興
に
多
大
の
貫
一
撃
す
る
こ
と
が
期
待

昭

τ墨
田
同
会
、
堂
内
P
T
Aが
一
丸
と
な
一
来
年
度
は
引
つ
づ
い
て
、
残
る
校
舎
も
一
さ
れ
町
を
あ
げ
プ
襲
び
に
場
九
ま
せ
ん

っ
て
防
衛
施
設
し
庁
そ
の
他
の
関
係
機
関
一
盟
義
室
に
政
策
と
な
る
見
込
で
す
が
一
(
写
真
は
一
中
堕
同
教
家
の
完
成
因
)

に
対
し
強
力
な
陳
情
を
つ
づ
け
て
ま
い
一
同
時
に
磯
浜
小
学
校
も
加
工
さ
れ
る
予

-・-圃圃圃a

( 4うら し、

回

回

あおお一
r

第 38号

完成同l大洗第一中学校防音改築第一工事

越
え
て
、
町
長
は
県
河
川
課
長
、
水

戸
土
木
事
務
所
長
な

P
E共
に
上
京
、

建

設

省

に

対

主

の

実

情

墓

結

こ

-

一

向

校

説

明

記

録

映

画

号

い

た

だ

き

ム

一

大

統

町

学

校

薬

剤

師

会

桂

川

-

t

宇
T
J

れ
が
復
巾
と
護
岸
工
事
の
同
国
急
実
現
方
一

員

け

ん

に

陳

情

し

た

結

果

、

建

設

省

一

大

洗

の

量

生

徒

の

実

器

開

護
憲
の
重
大
な
る
こ
と
を
菜
、
一
一
岩
手
二
年
よ
り
実
習
て
い
る
保
育
環
二
十
一
二
三
%
、
小
学
校
二
十
一

ω-

去
る
十
二
月
同
臼
建
設
省
お
よ
実
主
本
町
の
児
毒
症
徒
及
び
園
児
の
寄
生
王
・
一
一
一
%
事
究
'
五
%
第
二
十
%
回
初

省
の
替
選
定
に
語
、
還
を
つ
一
員
の
保
護
混
の
概
略
(
盟
、
臨
一
・

O
八
%
で
に
れ
を
学
校
闘
に
み
る
と
一

2
1

h

ゆ
え
に
霊
し
た
結
果
、
警
護
一

8
義
ぺ
で
み
る
ζ
と
に
す
る
。
。
一
第
一
一
言
字
通
り
で
あ
る
。
第
一
一
茨
一
。
一

(
パ
ラ
ベ

Y
ト
)
量
に
五
五
O
孝
一
昭
虫
卵
に
つ
い
て
は
第
五
に
示
す
一
は
年
令
到
に
み
Y
、
保
有
警
示
し
た
一

ω
」

昨

護
ず
る
七
と
に
内
定
し
ま
し
た
。
一
通
り
年
訟
で
て
い
る
。
即
ち
昭
和
一
も
の
で
、
特
に
年
余
低
い
襲
撃
二
」
〉

こ
の
工
事
費
総
理
七
千
万
円
で
あ
り
一
三
十
一
一
年
に
於
い
て
は
一
一
一
宅
、
六
%
一
家
〈
検
査
し
て
い
な
い
四
才
以
下
の
一
議
」
=

ま
す
が
、
会
菌
の
費
用
で
実
施
主
で
あ
っ
た
の
が
、
七
年
目
の
昭
和
一
一
手
一
子
世
つ
い
て
も
相
当
数
の
数
字
案
一
芳
一
(
小
学
校
立
)

る
わ
け
で
あ
り
手
。
一
九
年
に
於
て
は
四
、
0
2
5
一
十
一
す
も
の
と
思
索
る
。
一

mi--2141

8
工
事
同
完
成
の
腕
に
は
、
附
喜
一
三
、
安
も
低
下
集
し
て
い
る
。
一
闘
員
の
保
有
警
子
会
菌
的
な
一

mm
一

¥

.

戸

民
の
喜
一
昔
、
宮
安
定
参
考
の
認
に
昭
和
コ
一
十
七
空
度
会
一
重
は
な
い
が

Z読
ま

か

す

一

則

ぬ

ま

撃

さ

だ

毎
日
子
り
襲

9
2富
豪

雪

震

は

そ

の

極

返

し

一

議

立

戸

れ

る

こ

を

な

り

、

町

と

し

一

国

語

と

間

宮

本

町

と

そ

五

一

撃

で

き

第

一

回

の

号

約

一

娩

:

・

せ

F

羽

O
E
F
U，
記

U
J
t
y屑ゴ

Zし
℃
一
言
防
災
議
室
方
て
は
同
唯
内
閣
は
一
一
る
と
盗
容
で
あ
る
。
一
二
十
%
、
持
で
は
五
十
Z
六
十
警
一

ω

護

岸

工

事

七

千

万

円

で

当

日

一

昨

日

野

一

成

田

郷

土

地

改

良

事

業

一

割

羽

一

括

U
一
一
計
約
査
は
一
宮
り
も
一
一

L
E

更
に
五
百
五

O
米

延

長

県

の

関

係

機

関

に

通

報

、

水

戸

土

木

事

一

劉

重

貯

の

段

階

へ

一

一

、

一

Z

U
一
一
和
一
一
一
大
年
一
一
一
一
固
と
回
害
事
毎
に
壁
の
性
質
一
日

務
所
童
書
一
索
現
地
に
急
行
、
一
基
地
区
成
田
郷
一
重
量
一
O
へ
一
亘
到
射
針
矧
一
四
十
一
ニ
ニ
ニ
上
検
出
率
主
で
よ
く
の
で
一
回
一

H

制
高
六
良
来
台
風
答
一
十
八
一
幕
て
、
七
日
奪
三
警
徹
し
コ
状
況
を
写
真
に
努
主
一
室
1
ル
の
土
地
改
曇
善
、
地
元
一
玉
主
羽
一
晶
一
川
一
%
、
昭
和
一
一
一
一
員
警
護
で
も
議
観
す
る
の
は
禁
一
芳

君
余
波
を
受
け
て
査
海
岸
(
防
災
に
点
空
し
あ
っ
た
二
ニ
角
プ
ロ
多
一
八
ミ
品
商
な
ど
で
、
被
害
状
剖
を
は
一
耕
作
者
の
撃
が
突
っ

γ
、
い
よ
い
よ
一
一
金
『

e

・
e

・-一

9
7
5
十

計

年

、

コ

ニ

物

で

あ

る

。

一

矧

護
国
百
な
く
な
っ
て
い
る
地
点
)
装
一
数
十
戸
義
富
所
に
移
動
す
る
決
死
一
じ
め
、
消
防
聞
や
望
関
係
者
な
ど
の
一
員
選
逼
改
良
を
前
提
と
し
て
、
一
ゴ
圃
到
到
J

引
一
十
二
・
二
・
一
費
を
一
掃
す
る
に
は
学
校
、
費
一
托

来
に
な
い
高
波
の
議
委
け
、
軍
一
堅
実
実
哲
三
辛
つ
一
平
被
一
必
死
の
情
動
状
況
な
ど
多
さ
に
収
録
一
現
地
交
わ
測
量
を
す
る
こ
と
と
な
っ
一
一
一
盤
主
主
幹
一
昭
和
四
十
年
一

m官
室
で
一
斉
に
集
団
駆
虫
す
る
一
桝

住
民
や
消
防
団
員
の
人
選
が
、
週
日
選
一
審
議
議
長
い
と
め
る
こ
と
が
で
し
た
り
、
刻
々
と
感
化
す
る
災
害
状
混
一
た
。
調
査
設
計
は
、
議
室
地
改
良
一
仁
恒
隆
匝
陸
、
一
十
五
・
一
の
主
霊
い
方
法
で
あ
り
、
又
大
人
隈

夜
に
直
る
発
の
要
案
も
そ
の
用
一
き
卓
出
し
た
が
、
乙
の
地
帯
出
品
一
一
義
語
学
る
な
美
警
で
あ
り
一
事
業
望
合
会
戸
支
所
へ
委
託
し
て
一
一
一
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
(
小
差
の
保
一
で
も
か
か
り
易
い
の
で
家
族
ぐ
る
み
の
一
明

費

な

く

、

大

自

然

の

震

は

、

み

る

み

玄

米

に

お

よ

び

警

の

韓

友

会

る

ま

し

た

。

行

う

も

の

で

、

調

査

費

の

期

間

は

、

有

害

一

聖

書

孝

行

い

費

に

つ

い

て

の

一

競

る
信
事
レ
ょ
く
を
続
け

E家
は
一
し
よ
一
本
語
な
皇
室
吾
川
書
え
た
の
は
翌
日
の
午
後
一
宮
本
土
一
昌
一
十
日
か
ら
章
一
次
長
損
害
者
つ
い
℃
一
関
心
霊
に
進
る
こ
と
に
よ
り
、
大
企
酬

将
に
震
の
墜
に
言
語
た
の
で
一
合
は
、
霊
な
憲
が
発
生
す
る
で
あ
一
で
あ
り
、
夕
方
に
な
っ
て
や

E
危
機
一
三
一
平
一
日
ま
で
の
予
定
で
話
れ
一
は
昭
和
三
十
会
四
十
三
・
二
%
昭
和
一
町
の
保
健
璽
も
一
段
k
向
上
す
る
も
牢

主
。
田
日
工
務
后
の
全
面
的
な
協
力
一
ろ
う
こ
と
は
誰
に
も
予
想
さ
れ
、
壁
一
を
脱
す
る
こ
と
在
室
し
た
。
一
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
コ
一
十
九
空
一
千
二
二
死
一
賭
四
十
年
一
の
と
思
う
の
で
あ
る
。
受
寅
・
関
)
一
間
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お

そ

ろ

し

い

寄

生

虫

(

か

い

虫

、

ぎ

よ

う

虫

)

0
3

一

30 

20 

10 

叫吋e

祝小

磯小
貫小
夏小

一中
南中

~ ~ 

温
か
い
愛
の
結
晶
~ ~ 

日
赤
募
金
、

300円
300円
300円
300円
300円
300円
300円
300p:J 
300円
300円
300円
300円

300円
300円
300同
300円

共
同
募
金
の
お
し
ら
せ

日
本
赤
十
字
募
金
一
一
十
七
万
五
千
円
一
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
町
民
の
留
さ

赤
い
羽
根
北
筒
募
金
一
一
一
十
八
万
六
千
円
一
ん
と
、
奉
仕
者
で
あ
る
嘱
託
員
各
位

(
イ
)
臼
派
募
金
に
つ
い
て
は
、
去
る
一
の
深
い
G
理
解
と
と
協
力
の
賜
も
の
と

五
月
一
日
よ
り
町
内
の
嘱
託
再
開
さ
ん
を
一
心
か
ら
感
叫
聞
い
た
し
γ
お
り
ま
す
。
こ

通
じ
む
協
力
ぞ
闘
い
十
一
一
月
一
日
現
在
一
れ
ら
の
琴
位
は
、
県
血
液
セ
ン
タ
ー
の

二
七
五
、
七
一

O
円
の
軸
聞
に
達
し
、
こ
一
建
設
、
日
戒
の
各
種
事
業
、
老
人
ホ
l

れ
は
目
様
密
一
一
0
0
、
問
。
。
円
に
対
一
ム
、
心
身
障
害
者
収
容
施
設
、
児
議
議

し
九
一
、
九
%
の
成
績
で
あ
り
ま
す
。
一
一
調
施
設
、
保
育
所
、
母
子
ホ
I
ム
、
更

(
ロ
)
共
同
募
金
に
つ
い
γ
は
、
去
る
一
生
保
持
施
設
等
の
福
枠
挙
楽
に
配
分
さ

占
貞
一
日
よ
り
町
内
の
繍
託
員
さ
ん
並
一
れ
、
皆
ろ
ん
の
鴎
い
愛
情
が
大
き
な
実

ぴ
に
町
内
の
各
事
楽
所
を
通
じ
、
皆
さ
一
を
絡
び
ま
す
。

ん
の
な
家
庭
あ
る
い
は
職
場
に
お
い
て
一
な
お
、
各
町
内
及
び
事
業
所
等
の
成

と
協
力
を
願
い
、
十
二
月
一
日
現
在
コ
ニ
積
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
部

八
六
、
八
六
三
円
の
回
傑
額
に
達
し
二
入
の
な
い
町
区
は
、
来
炉
格
謹
刊
な
さ

0
0
%
の
成
刊
別
で
あ
り
ま
す
。
一
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
重
ね
て
と
協
力

ハ
ハ
)
臼
派
諜
金
、
共
同
募
金
を
通
じ
一
下
芹
る
よ
う
お
顕
い
い
た
し
ま
す
。

六
十
六
万
円
余
の
駿
か
い
多
額
の
怒
金
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一
そ
れ
が
実
に
早
い
、
永
い
聞
の
訓
練
の

一
賜
も
の
で
あ
り
内
ぅ
。
大
体
各
分
団
共
徹

一
収
が
終
干
の
う
と
す
る
こ
均
、
本
部
長
よ

一hu第
一
一
の
状
況
が
洛
せ
ら
れ
た
川
時
十

一
八
分
で
あ
る
。
「
只
今
飛
火
に
よ
り
第

二
中
学
校
活
火
せ
め
J

、
消
防
聞
は

.PD

一
に
移
動
を
嬰
す
」
つ
づ
い
て
団
忙
の
命

一
令
が
出
る
「
第
一
分
間
は
こ
の
地
の
浅

一
り
火
処
理
に
当
れ
、
他
の
分
団
は
第
一

一
中
学
校
火
災
現
場
に
急
行
せ
よ
」
伝
令

一
が
飛
び
、
各
分
間
徴
収
在
急
斉
完
了
と

一
共
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
一
中
刻
旧
制
に
急
行
す

一る
G

そ
の
間
本
部
長
伝
令
が
パ
イ
グ
で

置
で
.
迅
速
し
か
も
務
舟
た
る
消
火
活
一
級
浜
小
学
校
へ
返
遍
の
伝
達
に
走
る
。

裁
は
実
に
見
事
で
あ
る
。
会
情
珂
ず
ぶ
ぬ
一
第
-
一
割
揚
で
あ
る
第
一
中
学
校
で
は
会

れ
に
な
っ
て
機
敏
に
行
動
す
る
全
両
員
一
校
住
徒
に
先
生
の
誘
鴻
で
急
き
ょ
雨

り
各
一
線
を
整
中
、
大
洗
の
す
火
一
せ
ら
れ
た
。
「
全
音
放
水
止
め
徹

Z出
発
、
永
町
下
通
り
を
経
て
章
一

処
理
主
予
し
た
第
一
分
間
は
、
水
道
一
収
」
団
長
の
命
に
よ
り
再
議

E

替

り

室

長

に

景

品

一

議
f最
小
妄
誌
の
貯
水
池
に
一
に
入
る
、
雨
は
ま
ず
ま
ず
は

2
2

の
号
令
合
主
で
待
機
す
る
本
部
長
の
一

署
名
ぃ
、
第
五
分
自
殺
害
の
一
費
、
寒
さ
一
段
と
身

Eみ
る

。

検

関

か

受

け

た

。

一

貯

水

池

長

率

き

町

役

場

語

防

止

一

九

時

四

九

分

一

間

最

束

事

前

に

「

語

句

ツ

」

中

隊

長

の

号

令

一

五

一

の

警

に

当

り

、

第

九

分

団

は

坂

下

山

十

お

い

て

給

油

作

業

中

読

者

ケ

に

量

生

本

部

長

に

対

し

託

す

る

。

金

一

一

塁

版

鹿

の

貯

水

池

に

つ

き

、

同

じ

一

引

火

、

只

今

話

註

問

中

、

警

に

身

京

ぬ

れ

、

雨

水

は

す

で

に

上

客

一

ノ

¥

役

場

の

警

に

君

。

一

糸

乱

れ

ぬ

一

静

岡

の

出

動

車

主

状

況

型

ハ

で

通

し

吉

に

ま

で

望

守

、

折

柄

の

一

泊

と

規

律

は

心

憎

い

ま

で

で

あ

る

一

一

あ

る

面

積

葉

市

場

車

に

火

災

寒

気

が

加

か

つ

て

金

書

ん

ば

か

り

一

知

的

ご

干

八

分

「

第

一

中

学

校

の

火

勢

一

発

生

品

工

八

円

思

議

に

急

行

せ

よ

」

思

つ

の

町

村

問

。

d
:
一

猛

烈

か

一

宮

町

役

場

へ

廷

闘

の

危

険

あ

一

ノ

ひ

ま

も

な

ど

団

長

の

命

令

市

さ

れ

し

ゃ

レ

護

を

つ

く

し

て

の

恩

も

つ

一

旦
本
雲
間
状
況
が
出
さ
れ
た
、
一
る

0
3需
の

降

り

し

き

る

中

で

の

か

な

い

巣

敢

な

「

れ

動

に

よ

り

い

ま

や

立

一

事

町

長

の

命

令

「

第

五

分

間

町

役

場

一

徴

収

を

警

、

つ

ぎ

つ

ぎ

と

現

場

へ

急

派

に

雪

合

完

結

し

、

そ

の

消

防

精

神

一

飛

火

防

止

の

た

め

放

水

始

め

第

川

分

間

一

行

す

る

。

魚

市

場

前

の

広

場

で

は

、

大

に

徹

し

た

費

量

に

灯

、

そ

う

し

た

一

線

延

長

」

本

雲

伝

令

が

「

役

場

職

一

許

漁

業

協

同

組

合

の

職

員

亘

書

高

や

疲

労

の

色

の

片

足

も

み

ら

れ

一

塁

要

審

議

出

、

議

」

の

命

令

を

一

習

慣

や

ら

、

魚

市

場

内

水

道

の

コ

実

に

震

穿

た

る

も

の

が

あ

っ

た

一

{
室
長
ぶ
、
役
場
費
全
員
そ
れ
ぞ
一
ぶ
か
ら
ゴ
ム
ホ
I
ス

で

菜

、

諸

島

帯

晶

、

制

限

に

蓄

え

た

全

国

一

れ

所

管

の

蜜

要

菌

類

を

非

常

持

州

用

の

一

消

防

に

大

型

車

ら

、

市

場

前

グ

ラ

ン

ド

中

一

一

員

は

午

前

十

一

時

一

一

.

干

分

第

一

中

学

校

一

麻

袋

に

入

れ

、

あ

る

い

は

誌

に

か

か

一

警

は

火

点

用

に

書

さ

れ

た

三

悲

惨

育

館

長

合

式

典

に

容

列

し

た

。

一

え

て

安

全

地

帯

に

雨

中

出

、

役

場

玄

上

宣

言

宗

が

い

ま

淡

々

と

努

国

重

傷

、

本

塁

襲

訓

示

、

表

彰

一

関
脇
に
鰭
偏
さ
れ
て
い
る
非
常
用
ホ
I

拡

が

っ

て

い

る

。

程

遠

、

義

謀

そ

し

て

要

望

一

ス

が

パ

ッ

ト

一

引

き

出

さ

れ

役

場

前

水

一

第

一

、

第

二

、

第

六

分

間

は

一

暫

定

が

あ

っ

て

式

典

も

つ

つ

が

な

ど

終

っ

た

一

道

消

火

栓

に

語

表

放

水

が

は

じ

め

一

い

関

長

下

の

貯

水

橋

長

ど

り

そ

れ

来

賓

の

方

々

の

語

の

中

で

「

賛

悶

一

ら

れ

た

。

中

学

校

と

館

前

と

ヌ

死

一

ぞ

れ

一

野

延

長

し

て

告

に

対

し

て

与

い

で

実

戦

さ

な

が

ら

の

響

る

一

の

消

火

山

県

富

さ

れ

た

の

で

あ

る

一

葉

開

始

、

油

の

消

火

に

は

裂

か

ん

一

ぎ

に

鍔

号

、

さ

す

が

に

柔

亘

書
関
連
母
先
生
仁
毒
さ
れ
一
そ
よ
使
用
さ
れ
、
白
、
胃
、
を
ど
一
貯
水
池
よ
り
ホ

lス
左
氏
、
附
近
住
一
に
警
、
思
旅
館
仙
に
て
本
部
長
の
一
県
下
笠
で
あ
る
」
と
激
賞
さ
れ
た
の
一

て
賀
会
場
所
に
退
雪
子
し
た
臼
一
色
と
り
ど
り
の
水
被
が
っ
つ
先
よ
り
壮
一
家
ヘ
の
議
官
の
た
め
索
開
始
、
石
関
げ
受
け
る
た
め
弟
証
役
行
う
一
長
し
て
お
喜
で
は
な
い
と
号
。
一

品
川
十
二
分
「
第
一
中
学
校
の
火
災
一
品
さ
れ
火
点
に
集
中
す
る
。
一
筋
じ
第
八
分
間
は
、
日
巡
旅
館
横
の
貯
一
旨
が
伝
達
さ
れ
解
尚
一
火
災
ン
l
ズ
ン
迎
え
大
許
の
災
一

は
校
舎
一
空
産
し
た
が
消
防
団
必
一
第
四
、
第
五
分
間
、
道
義
一
一
一
高
官
竺
空
襲
、
同
じ
附
一
十
時
一
一
一
」
t
宮
隊
編
成
に
て
一
再
ぴ
前
一
持
防
止
の
た
め
水
火
も
警
一
ず
挺
身
さ
一

死
の
読
に
よ
り
鎮
圧
延
惜
の
危
険
な
一
分
間
諮
闘
の
貯
水
池
に
各
扇
町
一
竺
書
家
ヘ
の
話
史
の
た
め
菜
、
一
の
場
所
に
罪
し
た
会
民
は
、
量
一
れ
る
間
同
の
了
止
と
つ
の
器
禁
心
か
一

し
役
場
患
の
火
災
は
未
知
に
防
止
一
長
、
実
地
点
信
任
務
め
れ
ば
、
一
か
〈
し
て
課
長
る
わ
刊
大
洗
町
消
一
々
鎖
反
列
行
器
禁
と
っ
て
、
一
ら
祈
り
な
が
?
!
、
↑

す
」
本
量
よ
り
の
状
謀
長
笠
第
一
山
第
十
九
分
間
以
、
鴨
志
田
商
躍
の
一
防
回
全
分
間
の
覇
者
/
プ
は
一
斉
に
石
授
ら
ず
降
り
し
き
宮
中
グ
一
ブ
ン
一

，
低
水
、
州
問
松
グ
ラ
ン
ド
-
川
中
心
に
、
勇
一

軒
駄
目
日
間
三
一
一
軍
誠
一
一
諮
問
抑
制
一
一
山
一
一
訳
出
口
一
一
一

将
に
僚
縦
で
あ
れ
ν
壮
観
で
あ
一
る
。
一

見
学
の
人
法
中
か
ら
自
の

2
一

埜

若

佐

一

七

号

合

す

一

わ

ず

拍

手

起

き

ょ

っ

た

。

一

引

す

tノ
3
-
f
生
口
北
小
F
h
i

一

十
時
六
分
償
制
甲
氷
部
長
よ
り
以
後
の
一

状

況

抗

さ

れ

た

「

消

防

部

の

果

敢

な

一

二

月

一

日

よ

り

克

也

一

活

動

と

、

漁

栄

組

合

の

協

力

に

よ

り

魚

一

司

ノ

一

l
i
l
-
-
f
一

市

助

附

近

の

火

災

・

ま

初

切

こ

お

、

熊

一

一

-
章
一
い
ま
ま
で
国
間
使
成
保
険
の
家
族
は
五
一
を
通
し
て
、
被
保
険
者
世
樽
全
員
に
配
一

火

せ

り

」

「

火

災

鎮

火

、

徹

収

」

団

長

一

一

一

一
刻
の
一
部
負
担
立
医
僚
か
授
け
て
お
ハ
ν
一
布
い
た
し
宍
す
か
ら
、
注
窯
事
項
を
よ
一

の

命

令

一

か

各

分

間

以

後

の

徹

収

告

別

一

一

一

に
入
っ
た
。
「
第
!
分
間
微
罪
一
ま
し
た
が
、
昭
和
洋
平
一
川
一
日
一
ぐ
読
立
を
、
被
保
険
者
世
必
ず
U
一

了
」
次
々
と
出
比
り
も
と
に
伝
令
が
得
一
よ
U
、
家
族
も
世
帯
主
と
同
問
、
三
割
一
り
つ
け
ナ
下
ご
い
。
一

告
に
飛
f

で
¥
る
a

団
長
よ
り
本
都
U
R
一
の
負
担
で
医
叫
出
来
務
げ
ら
れ
る
よ
う
に
一

O
一
月
一
日
以
降
家
族
の
方
が
お
医
一

三
舎
思
緊
了
」
の
報
告
が
な
一
な

υ
tた
。
昭
和
平
一
年
一
月
二
者
に
か
か
り
お
者
支
払
っ
と
言
、
一

さ
れ
る
来
で
儲
か
五
分
「
間
宮
市
川
江
」
一
日
以
降
、
被
保
険
畜
の
皆
口
ん
方
は
、
一
必
ず
ι
一
一
制
分
で
あ
る
と
佐
、
た
し
か
め
一

本
部
長
命
令
に
よ
い
演
浸
水
怒
J
し

た

一

一

E

L
一
六
一
次
の
点
を
御
花
窓
に
な
っ
J
I

医四聞か
ι
受
-
て
か
島
実
払
っ
て
下
さ
い
。
一

「
金
分
印
刷
小
J

プ

と

共

に

中

隊

閥

抗

に

一

一

一

。

一

。

被

保

険

者

に

移

動

か

九

、

た

と

き

一

て
本

UR叫
に
お
列
」
の
町
長
命
t

山一

1
1
下

ど

し

一

ー
一
⑨
一
一
月
一
日
以
降
家
族
の
万
が
七
割
一
は
、
十
円
以
内
に
被
保
険
者
訴
を
凶
き
一

さ
れ
る
よ
人
土
汁
分
同
ば
れ
ち
に
緊
ゲ
一

総
府
警
の
り
だ
よ
っ
て
、
史
じ
一
程
表
け
る
た
め
に
は
、
患
の
被
一
議
時
空
間
け
て
下
さ
い
。
↑

問
し
「
機
械
部
凡
人
員
若
し
」
の
↑
保
険
者
証
の
一
事
改
訂
し
な
け
れ
d
一

O
七
間
給
付
の
γ

ど
で
疑
問
が
'
亘

書
ー
な
さ
れ
る
と
「
各
分
明
君
主
主
せ
ん
。

ζ
の
た
め
以
前
ず
主
要
再
議
長
?
問
合
せ

1
E一

の
ち
、
午
間
十
時
一
二
十
分
以
門
び
こ
の
地
一
分
以
よ
り
つ
け
ゐ
川
紙
一
位
制
正
民
三
ん
い
。
一

買
っ
雨
宇
佐
お
か
し
て

第 38号

}易、、

、岨'
実

戦

iJ:ミ

演

習

な

の

さ

ら

ー
郡
諮
防
総
合
演
習
!

東
茨
城
郡
を
代
表
レ
て
、
わ
が
大
洗
一
の
気
節
風
十
米
以
上
と
な
り
湿
度
減
伝
一
さ
ん
や
女
中
さ
八
が
ま
っ
先
に
か
け
つ

町
消
防
聞
で
は
、
去
る
十
一
月
二
十
五
一
二
O
%火
災
発
生
の
危
険
あ
り
厳
蜜
な
一
け
パ
ケ
ヅ
で
一
住
懸
命
消
火
に
当
る
。

日
県
防
災
録
長
を
は
じ
め
郡
内
各
消
防
一
議
戒
を
要
す
」
と
、
大
洗
町
消
防
聞
は
一
ま
も
な
く
県
立
子
供
の
家
装
備
の
可
般

国
及
、
町
智
長
、
地
元
議
会
議
員
等
多
一
饗
戒
響
報
が
発
令
さ
れ
、
各
分
回
出
動
一
動
力
ポ
ン
プ
が
か
け
つ
け
底
ち
に
淑
水

歓
来
貸
出
席
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
た
。
一
瞥
戒
中
で
あ
る
。
一
開
始
「
火
災
現
場
約
批
の
旅
館
に
宿
泊

当
日
は
台
唇
干
六
号
の
前
ぶ
れ
で
一
午
前
九
時
「
大
洗
旅
館
街
L
お
い
て
一
中
の
お
客
は
豆
急
持
縫
」
団
長
の
命
令

一
前
夜
学
来
降
hu出
し
た
と
n

つ
雨
の
中
を
一
タ
ジ
グ
ロ

1
D
l一
障
が
事
件
通
事
故
に
よ
一
で
附
控
旅
館
に
泊
っ
て
い
た
容
は
送
縦
一

い
一
」
な
が
ら
実
験
そ
の
も
の
の
よ
主
演
一

D
委
譲
の
危
険
あ
え
直
ち
に
消
一
を
は
じ
め
た
。
発
令
後
傍
か
一
言
語
一

一
習
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
防
回
の
出
動
を
要
す
」
演
宵
本
部
長
二
分
間
階
入
社
寸
制
肴
放
水
開
始
」
大
洗
区
一

一
午
前
七
時
県
知
事
よ
り
の
気
象
状
担
一
(
町
長
)
の
第
一
状
況
が
示
さ
れ
た
。
一
車
場
前
の
貯
水
油
よ
り
第
一
線
放
水
、
一

一
の
惣
定
が
一
示
さ
れ
た
。
一
演
習
指
出
持
者
(
団
長
)
の
「
各
分
間
一
つ
づ
い
て
第
一
線
も
放
水
を
は
じ
め
る
一

ら
一
「
シ
ず
芙
臨
に
あ
る
暴
露
一
宮
に
出
動
」
の
命
誕
ぶ
、
資
が
勢
の
よ
い
毒
り
が
火
点
に
策
宇
一

U

つ
づ
い
て
放
水
同
一

始
、
第
三
持
団
と
一

第
五
分
間
は
大
鳥
一

層
部
の
貯
水
池
よ
一

り
各
一
泊
慨
を
怒
長
一

し
て
こ
れ
ま
た
放
一

水
ぞ
開
始
す
る
。
一

第
三
分
団
に
場
一

才
さ
れ
て
い
る
可
一

間
勤
刀
ポ
ン
プ
は
一

大
洗
ホ
テ
ル
下
の
一

海
岸
に
す
え
ら
れ
一

海
水
の
放
水
が
ほ
一
'

じ
め
た
(
海
水
の
一

放
水
は
初
め
て
の
一

試
み
で
あ
る
U

第一

!
i
l
i
-
-
f

肺いい

六
、
第
七
分
間
は
一
の
真
け
ん
な
顔
々
!
ま
さ
に
材
技
で
あ
の
中
か
一
越
門
中
で
あ
る
。

九
十
九
笠
岡
円
前
一
り
壮
闘
で
あ
る
。
一
「
木
校
の
牛
一
従
は
全
員
hy中
消
防
聞
で

の
貯
水
池
よ
り
、
一
見
令
の
来
続
方
か
ら
「
ホ
!
す
と
し
一
あ

υ、早円宅「出
D
住
民
に
対
す
る
防
火

ポ
之
プ
中
継
に
て
↑
な
あ
T
」
と
唄
戸
が
日
仰
れ
た
。
一
思
刊
の
草
川
、
ヵ
一
、

E
H険
、
規
律
訓

第
一
鳥
関
前
の
貯
一
九
時
寸
分
、
本
市
長
よ
タ
「
勇
敢
な
る
一
線
な
ど
を
問
中
、
施
し
、
予
防
消
防
の
普
及

水
油
に
締
約
を
行
一
消
防
聞
の
ぜ
い
到
と
関
係
拐
の
協
力
に
よ
一
に
全
国
川
な
務
カ
を
し
て
お
り
一
ま
す
」

い
、
第
U
分
間
は
一

U
、
火
勢
は
劣
一
九
統
一
階
の
幻
阪
な
し
」
一
状
況
広
泌
砲
の
マ
イ
ク
が
伝
え
る
。

神
社
下
の
池
よ
れ
J

一
の
筋
状
況
が
一
市
さ
れ
た
c

一
第
一
ハ
分
間
、
第
七
外
出
が
い
ち
阜
、

一

号

建

築

二

雪

崩

波

査

語

以

」

豊

富

一

校

庭

に

語

、

車

内

の

察

官

U

が
は
じ
ま
る
、
信

7J-受
け
伝
令
が
各
分
間
に
飛
ぶ
心
ピ
タ
一
そ
れ
ぞ
れ
ご
ね
を
戸
長
火
点
に
向
っ
て

内
分
団
と
第
八
分
一
法
水
か
ま
り
微
票
日
附
さ
れ
る
一
放
水
一
培
、
こ
の
間
傑
か
三
分
、
実
に

聞
は
翌
比
内
の
一
撃
の
Y
パ
か
ら
雨
し
づ
が
ひ
た
た
一
寄
り
し
い
行
動
で
あ
る
ゆ

貯
水
池
に
ホ
l
ス
一
り
↑
落
り
る
の
を
司
、
つ
一
い
と
ま
も
な
い
c

一

第
-
1

第
三
好
町
ば
共
同
で
、
第
一

を日時
τ

向
日
付
社
の
mw-
一
間
に
ぬ
れ
て
土
次
も
ズ
ボ
ン
ふ
グ
ッ
シ
一
中
学
校
登
校
附
下
の
貯
水
池
よ
り
各
一

戒
に
当
る
。
会
分
一
1
4
1け
J

で
あ
る
、
さ
ぞ
か
し
集
中
い
こ
と
で
一
線
を
足
長
校
庭
内
で
流
水
開
始
、
第
問

問
そ
れ
ぞ
れ
の
一
山
一
あ
ツ
っ
、
操
渋
通
り
v

の
副
作
で
あ
る
が
一
一
弟
べ
分
間
は
織
小
佼
昨
日
下
の
貯
水
池
よ

あおお1年 1J.J 1日昭和 4

/ 
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d
-

一
川
町
で
は
一
月
十
五
日
の
「
成
人
の
①
合
同
式
典
〈
九
三
O
I
一O
一山一

ζ

の

原

因

は

い

ろ

い

ろ

あ

り

ま

す

が

一

一

一
川
日
」
所
不
し
、
例
年
の
と
お
り
行
い
百
〉
第
一
・
中
学
校
体
湾
銀
一

そ
の
電
車
率
く
‘
し
か
も
一
室
戸
新
た
に
社
会
人
と
し
て
の
仲
間
入
⑨
町
内
見
学

2
9一0
2
一一一…一

大
事
故
を
き
し
て
い
る
の
が
、
主

γ警
告
草
の
方
々
の
襲
を

8
〉
町
一
審
会
法
要
と
間
色
、
章
一
震
な
方
法
に
、
富
君
主
1
一
@
良
い
溜

つ
ば
ら
い
塁
間
そ
う
で
す
。
お
祝
福
す
る
こ
と
に
い
た
主
売
実
洗
原
子
力
研
究
所
川
一
重
を
考
え
る
。
一
ル
を
掛
け
、
そ
の
上
に
推
患
を
利
用
一
き
少
つ
り
を
与
え
哲
多
量
に
吹
か

日

一

一

程

一

議

で

い

い

気

分

草

案

ば

一

…

対

象

の

方

々

は

、

昭

和

二

十

年

一

実

情

滋

山

言

霊

賢

一

ま

こ

と

も

よ

い

。

一

く

す

る

に

は

二

ハ

t
高
よ
り
各
節
に

一

一

附

“

一

一

一

大

き

い

雌

花

が

着

金

完

全

に

着

策

す

る

と

れ

日

揺

れ

れ

戸

町

一

本

支

が

が

じ

ん

が

む

…

一

軒

詩

町

長

旦

日

本

と

ア

メ

リ

カ

一

懇

話

話

題

引

一

日

付

持

れ

れ

江

一

月

れ

恥

己

主

ぶ

佐

下

-
L
一如何日校時間日刊で、一軒目以降む
U
M

一
科
臨
時
間
犠
一

1
一
さ
つ
な
語
道
な
人
宅
さ
な
い
よ
か
十
五
日
ま
で
出
生
さ
れ
た
も
の
で
、
摩
川
一
安
シ
ポ
は
、
経
費
は
安
い
が
冷
め
一
歩
使
っ
た
。
と
て
も
ね
の
出
来
な
い
石
な
ら
な
い
の
で
、
喜
の
善
が
そ

4
一
語
凶
年
十
五
士
一
一
足
、
主
れ
、
多
数
の
敬
え

5
5
3
~努
力
量
献
の
お
警
あ
る
こ
妻
子
な
系
め
あ
い
、
議
長
っ
て
一
川
本

Z一
一
六
若
(
男
子
一
一
ヱ
ハ
薬
害
と
て
「
突

R
一
宇
い
欠
点
が
あ
る
。
レ
一
ゃ
っ
覧
せ
つ
官
れ
る
の
だ
ろ
2
一
の
人
の
容
決
定
づ
け
る
震
で
あ

J
z
iて一
2
一
号
お
り
ま
す
こ
と
は
警
護
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
患
い
ま
す
。
一
事
務
長
努
力
さ
れ
、
明
る
み
を
、
李
一
回
一
名
手
。
念
ア
ル
バ
ム
」
人
妻
「
は
た
ち
止
を
誌
な
ヶ
l
ブ
ノ
一
塁
で
か
か
っ
て
、
お
ど
わ
い
た
。
と
一
軒
誤
解
禁

院
一
さ
れ
た
、
議
譲
住
の
息
あ
D
ま一知のことと

Eす
。

一

h
一
露
先
生
が
今
砲
の
受
賞
と
な
ら
一

4

一
川
行
事
の
喜
は
紙
製
の
通
告
の
春
」
自
主
主
す
。
剛
一
一
い
う
円
は
、
ア
メ
D

Z
豪
で
亘
っ
た
り
芸
ち
し
た
の
で
は
い
け
な
い

一

一

ー

一

y

と
に
し
J

師
、
一
よ
い
町
づ
く
り
協
力
し
よ
う
で
は
あ
D
一
川
す
@
川
一
禁
罪
旨
一
主
ワ
ッ
ト
良
一
な
か
な
か
「
ゃ
ぎ
り
震
」
に
喜
一
厚
大
き
な
れ
ば
な
る
ほ
長
え

っ
。
当
時
の
在
、
は
起
に
現
在
一
学
校
を
や
め
P

回
れ
て
在
、
大
成
予
こ
対

1
2一ませんか、なお
5
5会一
;
;
;
i
;
;
;
;
;
;
-
州止や苛一τ寸Uη、子房豚替の築る
Z走つ
吉D
、電葬亙?灯灯fしζしている色し、霊喜燦家
5(百臼本5と主まL
一空

τ
空君は大き

5いぷ
が
、
露
は
号
;な
な{
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持
持
持
特
刈
日
当
時
間
比
二
該
当
埋
も
一
気
刊
誌
げ
が
一
諒
一
持
指
阿
波
守
る
寒
一
日
時
以
引
託
社
内
出
向
時
中
川
誠
一
一
一

い
れ
抑
制
持
続
r
F
J抑
制
郡
山
十
時
一
一
や
め
よ
『
コ
一
品
目
削
れ
れ
ば
均
一
約
十
一
。
弓
で
い

i
zさ
包
ぺ
る
還
が
開
閉
さ
れ
よ
チ
耕
民

A
U
H一
軒
諮
問
期
的
知
十
一
時
諮
抗
告
ね
吐
ら
な
い
の
一

一
十
五
名
の
方
々
延
期
す
表
彰
さ
一
言
浮
ら
れ
て
お
皇
子
。
一
ょ
っ
ぱ
ら
い
運
転
一
一
い
こ
と
一
当
町
で
も
関
係
費
者
力
さ
れ
章
一
た
が
っ
て
上
に
つ
り
あ
足
。
一
?
と
;
号
、
娘
夫
一

J
よ
い
著
作
る
た
め
の
議
章
一

れ

E

o

E
は
つ
ね
に
私
語
;
信
条
一
毎
日

2
フ
に
焚
返
事
務
統
を
一
は
待
ま
な
い
こ
と
一
一
動
に
費
し
ま
し
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